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旧 新

藤の木愛川断層地震　　　　　震度6弱 扇山断層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震度6強

南関東直下プレート境界地震　震度5弱 首都直下地震Ｍ７（立川直下）　　　　　　　　　震度6弱

釜無川断層地震　　　　　　　震度4以下 南海トラフの巨大地震（東側ケース）　　　　　　震度5強

曽根丘陵断層地震　　　　　　震度4以下 【参考】首都直下地震（Ｍ８クラス相模トラフ）　震度7

糸魚川ー静岡構造線地震　　　震度4以下 ※上野原市に震度5以上の震度が予想される地震を掲載

①想定地震（上野原市）

１．山梨県地震被害想定調査結果の反映

②被害想定の修正　※修正の一部を掲載

区分 旧（藤の木愛川断層地震） 新（首都直下地震Ｍ７（立川直下））

人的被害（死者数） 125人 108人

人的被害（負傷者） 重症者108人、軽傷者1,202人 重症者156人、軽傷者494人

建物被害 全壊2,586棟、半壊2,022棟 全壊1,950棟、半壊2,367棟

③その他、物資の需要量、避難者数等の記載　など

上野原市地域防災計画（令和７年３月修正）の概要

２．富士山火山避難基本計画の反映　※被害想定に変更は無し

３．南海トラフ対応の修正

４．指定避難所及び指定緊急避難場所の変更

旧 新

配備体制 災害対策本部 災害警戒本部

住民対応 土砂災害警戒区域を対象
に自主避難を呼び掛け、
緊急避難場所を開放　等

備えの再確認と地震後の避
難の準備を呼び掛け

旧 新

配備体制 災害対策本部 変更なし

住民対応 土砂災害警戒区域に高齢
者等避難を発令、緊急避
難場所を開設　等

備えの再確認と地震後の避
難の準備を呼び掛け
地震発生後の避難では間に
合わない可能性がある住民
に対して、自主避難を呼び
掛け、緊急避難場所を開放

①南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）発表時

②南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）発表時

　富士山火山防災対策協議会は、「いのちを守るための避難を優先しつつ、くらしを守るための避難ににつ
いても可能な限り配慮すること」を基本方針として、「富士山火山広域避難計画」を改定改名し、「富士山
火山避難基本計画」を策定した。この計画は、火山災害時の基本方針を示し、各自治体における地域特性を
考慮した計画を策定することとしているため、市においても計画を修正し具体的対応等を明記した。

　県は、平成８年（1996 年）の被害想定調査から約 25 年が経過したことを鑑み、最新の科学的知見や手
法、大規模地震から得られた課題や教訓、建物や人口等の社会条件の変化と地域特性を反映した新たな被害
想定調査を実施し、令和5年5月に公表したため、市においても計画の想定を修正した。

　令和６年８月に初めて発表された「南海トラフ地震臨時情報（巨大地
震注意）」際の対応と内閣府で示す対策に合わせ計画を修正した。

①避難指示等の発令

火山現象 状況 住民に対する対応

溶岩流 本市へ溶岩流到達が想定されるとき 溶岩流の流下状況を見て避難指示等発令

降灰 降灰が確認又は予想されたとき 自宅又は堅牢な建物への避難を呼び掛け

降灰後土石流 国県から土砂災害緊急情報が発表されたとき 状況に応じ避難指示等発令

②その他噴火シナリオ明示、自主的な分散避難の推進、要配慮者対策　など

　要配慮者対応、受援体制の確保及び施設の廃止等により指定避難所及
び指定緊急避難場所を変更した。

施設名 変更内容

旧甲東小学校和見分校 指定緊急避難場所に加え指定避難所とし
ても指定

旧大鶴小学校 グラウンドを指定緊急避難場所から削除

上野原市文化ホール 受援スペース確保のため、指定緊急避難
場所及び指定避難所指定のうち、指定避
難所指定を削除
※一時避難所としての利用は可能

総合福祉センターふじみ 福祉避難所として指定


